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子どもたちの“心”を育てましょう（2）

現代の社会生活や家庭生活の状況には、「心が育ちに＜＜、心を失いやすい」

場面もあるようです。豊かな心を育てるために、先号ではおもに「家庭生活」を

中心に、このたびは地域生活を視点に、皆さんから「思い」を述べていただきました。
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